
　　　　

今
後
、
市
と
し
ま
し
て
も
、
N

Ｐ
O
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
む
N
P
O
が
ど
ん
な

に
増
加
し
活
発
に
活
動
し
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ

ば
、
N
P
O
の
活
動
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
N
P
O
活
動
の
輪
を

拡
大
し
て
く
た
め
に
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
さ
ら
に
、
協
調
と
協
力

の
輪
（
和
）
を
広
げ
る
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　　

男
女
共
同
参
画
室
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
理

解
・
協
力
を
目
的
と
し
た〝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
〞を
７
月
か
ら
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、「
Ｎ
Ｐ

　学童保育や子育て支援などの活動をしたいとい
う思いから、子育て支援ボランティアグループを
立ち上げ、その後平成17年４月にＮＰＯ法人を
設立しました。いろいろな悩みを抱える子育て世
代への支援や、さまざまな地域のニーズに「保育
現場で働いてきた経験が生かせれば」という思い
で活動を続けています。親御さんといっしょにな
って悩みを解決したり、子どもたちとふれあいな
がら自分自身が日々成長させられ、喜びを感じて
います。
　活動資金づくりや組織としての事務などたいへ
んなこともたくさんありますが、活動を継続して
いけるのは感動や喜びがあるからです。地域のた
め社会のために、何か役に立ちたいと思っている
人たちは、たくさんいらっしゃると思います。無
理をしないで、身の丈にあった活動とお金では買
えない喜びを、ぜひ見つけてください。

　ＮＰＯ活動では「社会の課題を解決したい」「地
域を良くしていきたい」という思いは本当に大切
です。しかし、思いだけでは継続は難しく、やは
りきちんとした計画やビジョン（未来像）がないと、
活動や組織というのは行き詰まってしまいます。
　ひと・学び支援センター熊本で取り組んでいる、
牛深町の旧天附中学校を再活用した多機能型複合
施設「南風ん風」は、高齢化対策や地域住民の雇
用先と廃校活用をマッチングさせた取り組みです。
お金もうけをするということならば、株式会社な
どの営利法人で取り組むこともできました。しか
し、地域社会の問題を解決するということが目的・
使命だという思いと、主役になるのは地域の住民
という考えのもとで選択したのが、ＮＰＯ法人で事
業を展開するということです。活動を継続させ、
地域の皆さんに理解していただくには時間がかか
ります。ただ、社会のためという信念を持ってや
っていけば、協力者は増えてくると感じています。

活動の主役は
地域住民　
信念をもって
取り組む
特定非営利活動法人
ひと・学び支援センター熊本
南風ん風　副施設長

福島貴志さん

Ｏ
と
は
何
か
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
ど
う
違
う
の
か
」
あ

る
い
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
」

な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が

集
ま
っ
た
会
合
な
ど
を
開
催
さ
れ

る
際
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
と
き
な
ど
は〝
出
前
講
座
〞な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
本
庁
・
男
女
共

同
参
画
室
☎
㉓
１
１
１
１
（
内

線
１
３
１
７
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

は　え

活動の対価は
　　感動と喜び
特定非営利活動法人
つわの花　理事長

宮﨑正子さん
（有明町大島子）

●くまもと県民交流館　
　ＮＰＯ・ボランティア協働センター
ホームページ
http://www.parea.pref.kumamoto.
jp/shakaisanka/index.asp

●内閣府ＮＰＯホームページ
http://www.npo-homepage.go.jp/

ＮＰＯの情報取得にご活用ください
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
輝
く
た
め
に
は

　

市
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

 

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
中

　大宮地地区を流れる大宮地川は、青のりの採
集やシロウオ漁が行われるなど、自然の恵み豊
かな清流として知られています。
　８月23日には、同川一帯で“リバー祭ど大宮
地2009”を開催。これは、同地区振興会が、同
川でのカヌーやローボート体験などを通じ、青
少年の健全な育成を図ることなどを目的に毎年
実施しているもの。イベントには、町内の小・
中学生や地元住民など70人が参加。小・中学
生は、新和B＆G海洋センターの指導員のてほ
どきを受けながら、カヌーやローボートに乗船。
波おだやかな清流を優雅に散歩しました。
　このほか、スイカ割りやラムネの早飲み競争、
同川の清掃活動なども行われ、参加者は充実し
た夏のひとときを過ごしました。

 清流を楽しむ夏のひととき
　　　　 ～リバー祭ど大宮地2009 ～

土
手
を
生
か
し
た
景
観
形
成
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

〜
彼
岸
花
の
植
え
付
け
作
業
〜

な
が
れ
あ
い

ひ
が
ん
ば
な

▲新和町最大の清流“大宮地川”▲新和町最大の清流“大宮地川”

“黄色い花”が１年をリレーする日を目ざして 〜
彼
岸
花
の
植
え
付
け
作
業
〜

〜
彼
岸
花
の
植
え
付
け
作
業
〜

〜
彼
岸
花
の
植
え
付
け
作
業
〜

川の恵みに、感謝！川の恵みに、感謝！川の恵みに、感謝川の恵みに、感謝川の恵みに、感謝！！！
～新和町・「川」を活用したまちづくり～

　

小
宮
地
地
区
を
流
れ
る
流
合
川
で
は
、
川
の
環
境
保
全
や
景
観
形
成
活

動
に
、
地
区
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
12
年
に
「
小

宮
地
を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、
同
川
の
清
掃
作
業
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
現
在
は
、
小
宮
地
地
区
振
興
会
を
中
心
に
し
て
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
19
日
に
、
同
川
の
土
手
約
１
㎞
に
わ
た
り
、
黄
色
の
彼
岸
花
の
球

根
約
１
、１
０
０
個
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、８
月
30
日
に
は
、

地
区
住
民
70
人
が
参
加
し
て
、
土
手
の
草
刈
り
作
業
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
植
え
付
け
ら
れ
た
彼
岸
花
は
、
10
月
中
旬
ま
で
が
見
ご
ろ
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

草刈り作業（上）・彼岸花を植え
付ける（右）地区住民の皆さん

小宮地地区振興会
会長 平田豊さん

　小宮地地区振興会のシンボル
カラーは、幸せを願う“黄色”で
す。私は「菜の花、はまぼう、
彼岸花の黄色い花が年間を通じ
て咲き乱れ、人々の目と心を楽
しませる」そういう光景を夢見
てがんばっています。

川の恵みに、感謝！川の恵みに、感謝！

▲ボートで優雅に川を散歩▲ボートで優雅に川を散歩


